






要約:小児肥満に伴う脂肪肝のリスクファクターを明らかにするため、可能性のある種々の

要因を変数とする多変量解析(判別分析)を試みた。また、脂肪肝と乳幼児および学童期の

肥満の既往との関係についてアンケートによりレトロスペクティブに調査した。その結果、

脂肪肝のリスクファクターとしては、肥満度、中性脂肪、男性、ΣIRI の順に大きく、ま

た、学童期以降の小児肥満が脂肪肝と強いかかわりをもつことが示された。 


